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手続きなどはお早めに言事長

年始の業務案内• 年末
主義
ιこ

副
議
長
に

4
小
泉
良
雄
氏

年
末
年
始
の
業
務
を
ご
案
内
し
ま
す
。
な
に
か
と
慌
た
だ
し
い
世
月
、
市
役
所
の
窓
口
も
中
旬

を
過
ぎ
る
と
た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
。
必
要
書
類
の
申
簡
や
各
程
届
け
出
な
ど
の
手
続
き
は
、

早
め
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
市
役
所
各
施
設
の
電
話
番
号
は
6
面
に
掲
蹴

し
て
い
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

市
役
所
(
香
櫨
申
謂
・
届
け
出
)

年
末
は
、

ロ
月
刊
品
目
ま
で
。
年

始
は
1
月
4
日
か
ら
業
務
を
開
始

し
ま
す
。

婚
姻
居
、
出
生
届
、
死
亡
届
等
、

戸
籍
の
届
け
出
は
、
ロ
月
初
一
円
か

ら
1
月
3
日
ま
で
の
問
、
市
役
所

本
庁
守
山
附
室
で
取
り
扱
い
ま
す
0

0
自
動
発
行
機

*
本
序
正
面
玄
関
内
・・
-pf水
は
、

ロ
バ
諸
口
ま
で
。
年
始
は
l
HH
4

H
か
ら
。

*
湖
北
地
区
公
民
館
内
・
・

-pf荒川、

は
刀
幻
日
ま
で
。
年
始
は
1
川
7

H
か
ら
。

本
市
民
プ
ラ
ザ
内
:・
年
末
は
、
ロ

月
幻
日
ま
で
。
年
始
は
l
川
5
日

か
ら
。

*
図
害
館
布
佐
分
館
内
・
:
年
末
は
、

ロ
月
幻
日
ま
で
。
年
始
は
1
月
6

日
か
ら
。

市

の

am 
吾n.

Bヌ

市
民
図
書
館

本
郎
、
分
加
と
も
何
十
ぷ
は
は
川

飯
牟
礼

E実主

定住

E支
~ 
Eミ

4

司
飯
牟
礼
一
臣
氏

平
成
句
年
第
4
固
定
例
市
聴
会
に
お
い
て
、
正
・
副
購
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
鵠
長
に
小
泉
良
雄
氏
(
印
歳
)
、
副
鴨

長
に
飯
牟
礼
一
臣
氏

(邸
歳
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

幻
H
ま
で
。
年
始
は
1
川
6
け
か

ら
で
、
そ
よ
か
ぜ
サ
を
ご
利
用
の

い
々
は
、
広
報
元
日
一サ
を
ご
覧
く
だ

，、ァ、
。

A
C

しな
お
、
休
町
中
は
本
、

C
D
、

カ
セ
y
ト
テ
l
プ
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
永
く
だ
さ
い
。

烏
の
博
物
館

年
末
は
ほ
月
幻
H
ま
で
。
年
始

は
1
月
5
Hか
ら
。

市
民
体
育
館

年
末
は
は
刈
幻
日
ま
で
。
年
始

は
1
川
5
Uか
ら
。

中
央
公
民
館
・
湖
北
地
区
公
民
館

年
ぷ
は
ほ
川
幻
け
ま
で
。
年
始

は
1
川

6
nか
ら
。

つ
つ
じ
荘
・
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
末
は
は
川
羽

nま
で
。
年
始

は
1
月
4
円
か
ら
。

市
民
会
館

年
末
は
ほ
刀
幻
日
ま
で
。
年
始

は
1
H月
5
U
か
ら
。

近
隣
セ
ン
タ
ー
・
市
民
セ
ン
タ
ー

年
ぷ
は
口
川
認
け
ま
で
。
年
始

は
1
川
5
H
か
ら
。

市
民
プ
ラ
ザ

年
末
は
ほ
川
幻
U
ま
で。

年
始

年末・年始の二次救急病院 (休日・夜間当番高院)v表1

は
1
川
5
Hか
ら
。

@
火
葬
場
「
ウ
イ
ン
グ
ホ
l
ル
相

斎
場
」
宮
(剖
)6
6
4
9

年
ぷ
は
ほ
刈
引
H
ま
で
。
年
始

は
1
バ
4
日
か
ら
。
(た
だ
し
、

ロ
刀
引

u、
-
刀
3
Hの
迎
夜
の

仙
川
は
で
き
ま
せ
ん
)

休
日
診
療
所

・
二
次
救
急
病
院

*
休
日
診
揮
所

診
療
期

間

口

刈
羽
U
か
ら
1
月

3
H
ま
で

診
療
科
目

・
時
問

。
内
科
・
小

児
科
:
・
午
前
9
時
か
ら
け
時
却
分
、

乍
後
l
時
か
ら
4
時
却
分

。
歯

科・
--
M
H
・前
9
時
か
ら
日
時
苅
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

(右
図
参
照
)

持
参
健
康
保
険
証
と
珍
抑
制日

問
い
合
わ
せ

休
H
珍
味
所
告

(幻
)7
0
2
0
(み
山
町
時
川
内
に

限
る
)

*
二
次
数
怠
病
院

(休
日
・
伐
川

中
l
併
州
院
)

当
番
目
程

表

1
参
照

診
療
時
間

乍
前
9
時
か
ら
山
説
明

午
前
9
時
ま
で

(な
お
、
診
療
科

H
に
よ

っ
て
は、

診
療
時
間
が
災

な
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
#
ね
く

だ
さ
い
)

持
参

他
府
保
険
証
と
珍
括
質

コ
ミ
・
資
源
の
収
集

ゴ
ミ

・
資
制
の
年
ぷ
・
年
始
収

集
川
利
は
表
2
の
と
お
り
で
す
。

ゴ
ミ

・
資
械
を
山
す
と
き
は
収

集
川
に
あ
わ
せ
て
正
し
く
分
別
し

て
川
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ミ
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

一
時
的
に
ゴ
ミ
が
多
沿
に
山
る

場
A
H
や
、
至
急
に
処
分
し
た
い
助

作
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
位

指
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
前
に
分
別
し
て
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
市
で
処
剛山
で
き

な
い
ゴ
ミ

(
川、

ル品川
H

川
知
、
タ
イ

ヤ、

消
火
山
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
)
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

日
程

表

3
参
照

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
宮
(幻
)0
0
1
5

i属

水

ロ
月
羽
目
か
ら
l
月
3
日
ま
で

の
川
に
、
蛇
口
や
ト
イ
レ
等
で
耐

水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
施
工
し

た
指
定
給
水
川
氏
出
仁
引
J
V
業
右
へ

修
納
を
依
相
し
て
く
だ
さ
い
。
施

γ
し
引
業
者
が
わ
か
ら
な
い
助
作
は、

我
孫
子
水
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

宮

(
位

)5
9
9
5
へ
辿
給
し
て
く
だ

さ
い
。

道
路
か
ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

ま
で
の
問
で
耐
水
を
発
見
し
た
場

合
は
、
水
道
局
宮
(制
)O
I
l
l

へ
辿
給
し
て
く
だ
さ
い
。

問
え
な
く
な
っ
た

[

|

犬
・
猫
の
引
き
取
り

場
所

市
役
所
本
庁
守
術
主

*
乍
本
・
:
ロ
パ
引
け
ま
で

*
年始・・
・1
川
4
け
か
ら

(旬
辿
本
州
日
午
前
中
の
み
)

市

民

J¥ 

ス

年
ぷ
は
ほ
川
訪
日
ま
で。

年
始

は
l
川
4
け
か
ら
連
行
し
ま
す
。

区分 年末 年始

家 月・木地区 12月28日(木)まで 1月4日(木)から
庭
こゴ
火・金地区 12月29日(金)まで1月5日(金)から、、、、

雑芥:コミ 12月27日(収水集ま日での 1月17日収(水集)から
粗大ゴミ 各地区 各地区 日

資源 12月28区日(収木集ま日での 1月4日(収木集)から
各地 各地区 日

※当日の午前8時30分までに出してください

ゴミ ・資源の年末・年始収集日程v表2

日 程

12月28日(木)までの平日 午前8時30分から11時30分、
午後1時から4時

12月29日(金)・30日(土)午前8時30分から11跨30分、
午後1跨から3時

クリーンセンターへ直接ゴミを持ち込む場合v表3

休

H
珍
山
町
所
、
二
次
赦
急
州
院

な
ど
)
:・
l
H
Hゲ
4
而
か
ら
以

終
耐
へ

*
も
よ
お
し
・
ぼ
し

ゅ
う

・
お
し
ら
せ
・
:
毎
サ
以
終

聞
か
ら
4
・
5
而
へ

*
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー

(作
柿
相
談

U
)

・:
1
日
サ
批
終
而
か
ら
4
而
へ

*
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
:
・
師
号
沿

終
而
か
ら
5
聞
へ

*
納
期
の

お
知
ら
せ
:
・
同
日
円
す
れ
ほ
終
而
か

ら

5
mへ
申
文
芸
だ
よ
り

(2
月
か
ら
)
:
i
R号
4
而
か

ら
同
日
号
以
終
面
へ

〈
締
め
切

り
は
、
こ
れ
ま
で
の
お
什
川

5
n

か
ら
初
日

(必
消
)
に
公
民
〉

※
紙
耐
の
榊
成
は
、

公
一火
す
る

助
A
けが
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

広
報
山
乍
広
報
係

jレ

1
月
1
日
号
か
ら

広
報
あ
び
こ
が
変
わ
り
ま
す

2
0
0
1年
1
μ
1
日
ガ
か

ら
広
報
あ
び
こ
の
紙
川
が
変
わ

り
ま
す
。

文
字
が
大
き
く
な
り
ま
す

本
文
の
活
字
を
大
き
く
し

ま
す

(こ
の
大
き
さ
で
す
)

題
字
が
変
わ
り
ま
す
・・・
我
孫
子

を
つ
つ
む
水
と
紋
。
そ
の
上
に

主
が
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

紙
面
の
構
成
が
変
わ
り
ま
す

*
植
物
図
鑑
:
・i
日
号
3
聞
か

ら
同
日
サ
枇
終

而

へ

*
図
魯

館
だ
よ
り
、
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・:
1

Hサ
3
而
か
ら
5
川
へ

申
不
用
品
情
報
・
:
1
uひ
4
同

か
ら
同
日
ひ
以
終
同
へ

*
他

康
ガ
イ
ド

(保
他
セ
ン
タ
ー
-

柏
保
他
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

マvフ。あぴZ
2001年元旦に発行します

月日 病院名 診療科 目 所在地・電話番号

12月29日アピコ外科整刺繍院 外科、整形外科
我孫子264

(金) (84)7321 

内科(午後7時まで)

12月30日
我孫子つくし野病院

小児科(午後5時ま つくし野131・1

(土) で)、眼科(午前中 (84)2211 
のみ)、外科

12月31日
平和台病院

内科・9附(引を5時まで)布佐834-28
(日) 郵妙同 (射~5時から) (89)1111 

1月1日我孫子東邦病院 内科、 外科
我孫子1851-1

(祝) (82)8166 

1月1日
我孫子聖仁会病院

内科、外科、整形外 湖北台4-6-1
(火) 科(午前中のみ) (88)3111 

1月3日7ピコ外科整野外科病院 外科、整形外科
我孫子264

(水) (84)7321 

商00

てしベCめを

我
孫
，
十
市
商
工
会
で
は
、
「商

D
O
-
-
マ
ッ
プ
あ
び
』
こ
を
2

0
0
1
年
元
H
一に
発
行
し
ま
す
。

こ
の
マ
ァ
プ
は
、
技
係
子
市

尚
来
的
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
必
づ

く
も
の
で
、
市
内
す
べ
て
の
尚

間
会
を
vr点
で
制
介
。
向
閉
会

の
あ
る
場
所
も
、
イ
ラ
ス
ト
の

地
凶
に
名
所

・
川
跡
と
と
も
に

怖
か
れ
て
い
ま
す。

ま
た
、
作
向
山
会
や
作
地
区

の
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

けん
逃
せ
な
い
仙
械
が
渦
紙
。
米

低
下
な
お
年
ぷ
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す。
一応
日
一の
新
聞
に
折
り
込
ん
で

各
家
出
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

実 現のぷb、A 社クイサ

閉じ含わせ

商工観光課

fi (85) 1111内線505
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打

年

度

決

算

ロ
年
度
上
半
期

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め

た
大
切
な
税
金
や
国

・
県
か
ら
の
支
出
金
が
、
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
財
政

状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
刊
年
度
決

算
と
世
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平
成
日
年
度
決
算

荷受

ム一
A

計

ー，圃・-、=
子
成
日
年
出
の

一
般
会
社
決
悦

は
、
収
入
3
2
5悩
6
2
2
8万

川
、
文
山
3
1
2
他
4
7
7
8万

川
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
か
ら
文

山
を
ぷ
し
引
い
た
制
は
日
悩

I
4

5
0万
川
と
な
り
、

ロ
年
度
に
繰

り
越
し
ま
し
た
。
(表

1
参
照
)

収

入

収
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

が
恒
常
的
な
減
税
の

M
Wに
も
凶

わ
ら
ず
、
同
定
資
・
陀
税

・
都
市
川

出)(支11年度一般会計決算表 1

第1035号

入)(収

州
税
の
川
市

F
の
附
加
に
よ
り
、

前

年
出
比
0
・
2
%
減
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
全
体
で
は
、
地
万
火
付

税
の
仲
び
ゃ
い
判
常
的
減
悦
の
代
仙竹

山
川
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た

地
点
判
例
交
付
令
な
ど
に
よ
り
、

前
年
出
比
泣
他
6
2
8
7
.
h川
明

と
な
っ
て
い
ま
す
。

支

出

文
山
に
つ
い
て
は
、
続
伐
の
削

減
に
修
め
、
市
民
生
前
に
直
結
し

たい
引
業
を
巡
択
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
仙
川
市
、
文
山
全
体
で
は

前
年
出
比
8
・
5
%
(剖
似
4
8

3
9万
川
)
川
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
・
叫
に
比
べ
、
明
制
と
な
っ

た
瓜
円
と
、
主
な
引
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

総
務
費

(
2低
5
7
0
i万
円
附
)

@
久
寺
家
地
区
近
隣
セ
ン
タ
ー
批
以

前
:
・1
憶
7
9
1
1万
円

。
我
孫
チ
駅
前
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
-

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
位
。
湖
北
駅

市
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
計

・
駅

川
辺
強
怖
:・
l
位
2
1
7
8万
川

民
生
賢

(げ
悩
4
8
0
4万
川
明
)

@
似

μ小
判
別
教
本
川仰
を
市
川
し
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
や
必

似
打
宅
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動
・
討

を
殺
m
-・・2
佑
6
6
3万
川

@
介
誕
似
険
の
噌
附
と
し
て
、
安

介
護
必
定
や
引
務
処
附
刊
な
ど
の
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
山
発、

介
護
保
険
円
前
導
入
必
令
へ
の
制

み
立
て
い
hy
--
6
位

7
I
1
2
万
川

@
特
別
必
護
老
人
ホ
l
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設

の
快
附
補
助
に
よ
り
、
入
所
作
機
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帥
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快
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f
し
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ザ
に
よ
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り
ま
し
た
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市
民
の
負
担
状
況

市
民
サ
ー
ビ
ス
や
い
ろ
い
ろ
な

が
栄
を
行
う
た
め
の
伐
川
に
は
、

一人当たり

使われた費用

245，159円

納税額
145，325円
(前年度比0.5%減)

一世帯当たり

使われた費用
670?69円

納税額
397，616円
(前年度比1.7%減)

v表2 主な基金の11年度末積立額
財政調整基金 …14億5000万円

介謹保険円滑導入基金… 6億1453万円

社会福祉事業基金 … 4億4500万円

清掃工場建設基金 … 3億3600万円

緑の基金 … 3億 800万円

減債基金 … 3億 400万円

ふるさと手賀沼 … 1億1100万円
ふれあい計画推進基金

成回線復線化整備基金 … 9200万円

スポーツ振興基金 … 6100万円
市庁舎増築基金 … 5800万円

国際交流基金 … 4400万円

※財政調整基金・・・年度聞の財源の不均衡を
調整するための積立金

滅債基金…地方慣償還と、信用維持の
ための積立金
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だ
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仙
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ま
す
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。
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れ
て

い
ま
す
。
ド
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な
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U
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木
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刊
の
制
収
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は
、
表

2
の
と
お

り
で
す
。

市

債
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債

務

負
担
行
為
未
払
い
残
高

市
伯
と
は
、
施
設
推
備
や
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取
得
な
ど
の
賀
川
に
あ
て
る
た
め
、

県
の
許
可
を
受
け
、
大
成
約
、
公

常
企
業
金
融
公
州
、

日比
川
余
融
機

山
ム
ザ
か
ら
州
川
り
入
れ
る
川
川
令
で
す
。

市
仙
現
h

牝
山
川
は
、

川
年
度
ぃ
本
山
叫

必
で
2
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似
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4
4
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11年度特別会計決算

区 分 収入額 支出額

国民健康保険事業 60憶2125万円 59億2169万円

土地区画整理事業 3億2641万円 1億7285万円

公共下水道事業 39億1823万円 36億9231万円

手賀沼浄化事業 1億4023万円 1億3650万円

老人保健 67億 978万円 66億6990万円

空共用地取得事業 7702万円 7702万円

v表3
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末
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日
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期
の
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行
状
況
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金
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比
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円
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ま
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就
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こ
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を
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加
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ま
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こ
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と
も
な
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財
政
訓
税
法
令
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
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減
制
し
ま
し
た
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ぃド込
山
で
は
、
ひ
ょ
う
被
川
付
従

と
し
て
山
浩
似
興
付
策
明
治
に

3

区 分 予算額 収入済額

市 干党 180億5471万円 88億1808万円
地方譲与税 3億1000万円 9238万円

~X 利子割交付金 11意7000万円 21意 28万円
勉方消費税交付金 91:意 円 51:意6713万円
l&方特例交付金 8億4781万円 8億4781万円
地方交付税 27億2383万円 17億4291万円
分担金及び負担金 4億4348万円 1億4896万円
控周~及び手数料 4億9848万円 2億5429万円
国・県支出金 251:意 293万円 4億4855万円
繰入金 5億7017万円 0円
入 繰越金 11億3567万円 11億3567万円
市 {責 20億8800万円 31:意8470万円
そ の他 7億3173万円 2億 367万円
.6.. 計 309億7681万円 148億4443万円Cコ

区 分 予算額 支出済額

誠会費 31意9770万円 1億8705万円

支
総務質 51億7679万円 23億4686万円
民生盟 71億3672万円 341.意4615万円
衛生賀 29億3267万円 12億5139万円
農林水産業費 41.意1282万円 11:意1761万円
商工費 3億 317万円 2億1616万円
土木賀 49億8860万円 14億2913万円
消防費 14億5663万円 6億7249万円

出
教育費 48億9006万円 23憶6473万円
公債費 31億9175万円 16億7894万円
予 備費 8990万円 一
占h 計 309億7681万円 137億1051万円Eコ
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比
込
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i
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M川
越

え
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た
め
明
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、
前
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山
は
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ら

11年度水道事業決算
区分 決算額

水道事業収益 28億3197万円

営業収益 25億4044万円
(うち給水収益)(24億9634万円)

営業外収益 2(意9153万円

水道事業費用 271.意3667万円

営業11用 23億9494万円

営業外費用 3億3764万円

特別損失 409万円

当年度純利益 9530万円|

※金額1;1消白税を除いた額です

営業外収益・・・給水契約負担金や
受取利息など

営業外貨用…企業債の利息など
特別損失 …不納欠損額

組

U
可表v
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新

品
改
良
ド
L

悦
代
に

4
4
5
5
M
川

を
明
制
し
ま
し
た
。
上
下
川
の
a

般
会
叫
川
と
特
別
会
小川の

trn例
行

状
泌
は
表
5
・
6
の
と
お
り
で
す
。

121手度特別会計収支状況(上半期)

区分 予算額 収入済額 支出済額

国民盤康保険事業 63億8300万円 26億5901万円 23億7652万円
土地区画整理事業 2億2300万円 1億5814万円 1138万円
公共下水道事業 38億2773万円 10億9054万円 7億8568万円
手賀沼浄化事業 1億3600万円 4473万円 1135万円

老人保健68億7627万円 29億2542万円 28億6113万円

公共用地取得事業 8600万円 3964万円 3957万円

介護保険事業 29億2700万円 9億6243万円 7億1381万円

区分 収入額 対前年度比 区分 支出額 対前年度比
市 税 185億2296万円 -0.2% 議 会費 3億8079万円 ー2.7%
地方議与税 3億1150万円 2.1 % 

総務費 54億7980万円 4.9% 
利子劉交付金 1憤7418万円 5.1 % 

民生費 80億6562万円 27.7% 地方消費税交付金 9億4387万円 ー6.6%
19.0% 地方特例交付金 71:意1980万円 衛生費 34憶5886万円

地方交付税 30憶5806万円 55.1 % 農林水産業費 3億7276万円 5.2% 

分担金 ・負担金 6億 469万円 17.6% 商 工 費 6億3650万円 45.4% 
使用料・手数料 4憶9771万円 1.7% 土 木費 50憶6936万円 8.1 % 
国・県支出金 37憶2859万円 29.5% 

消防費 14億1683万円 -20.9% 
繰入金 8493万円 -89.4% 

教育費 34億7298万円 ー7.9%
繰越金 15億 2万円 36.4% 

-0.8% 市 債 15億4880万円 -14.0% 公債費 28億9428万円

そ の 他 8億6717万円 23.3% 予備費 一 一
A ロ 計 325億6228万円 7.5% tロ』 計 312億4778万円 8.5% 

平成121手度一般会計収支状況 (上半期)v表5
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。

区 分 予算額 執行済額

事業経営に 水道事業収益 29億1978万円 16億 498万円

係わる収支 水道事業費用 28億9584万円 10億3241万円

水道施設の収 入 2億3550万円 2憶3740万円
建設に係わる
資本的収支 支 出 10億3051万円 2億2295万円

12年度水道事業会計収支状況(上半期)

※金額は消費税を含む額です

v表7
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や

情
動
内
科
を
お
聞
き
す
る
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
公
開
で
災
施
し
ま
す
。

日
時
・

場

所

ロ

月
引
日
(
木
)午

前
川
時
、

市
役
所
分
館
小
会
議
室

問
い
合
わ
せ

企
画
制
盟
主
財
政

担
当
宮
(お
)1
1
1
1内
線
2
2

9
d
 

評価
評価内容 件数

点数

45点 総合点が高〈問題なく交付すべき 3件
以上

原則交付すべきだが、補助にあたっ
3件l

44点 ては検討の余地がある

40点 このままの状鍛で交付すべきでない

もの。ただし、条件が整えば来年度 2件

以降検討の余地がある

39点 原則交付すべきでないもの
以下

v補助金等検討委員会の提言

全日本バードカービングコンクールの

受賞作品を鳥の博物館に展示

パ
l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0

0
0
の
他
し
の
ひ
と
つ
と
し
て
開

制
さ
れ
た
、
金
円
本
パ
l
ド
カ
1

ピ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受
賞
作

品
3
点
が
、

山川
の
昨
物
館
に
脱
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は、

コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
ふ
く
ろ
う

の
じん
t
焼
を
作
る
教
主
や
探
品
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
に
は
令
同

ヨー，

空気の乾燥する季節は

火災に注意
歳末特別警戒を実施

か
ら
約
3
3
0
0人
が
来
場
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
約
4
0
0

点
の
作
品
の
中
か
ら
、
我
孫
子
市

長
公
に
崎
王
山
花
化
の
川
以
さ
ん

の
作
品
が
、
ま
た
、
小
中
学
作
い
の

作
品
の
小
か
ら
巡
ば
れ
る
、
救
山川

反
社
に
は
湖
北
小
学
校
2
年
也
川

口
さ
ん
の
作
品
が
巡
ば
れ
ま
し
た
。

会

期

ロ

川
M
H
{
日
)
ま
で

場
所

刈
の
附
物
館
2
附
テ
l
マ

民
一示
室
入
円

展
示
作
品
・
作
者

「
カ
イ
ツ
ブ
リ
」

(市
長
江

・
写

真
中
央
)
・:
凹
版
兆
二
さ
ん
(
埼

主
叫
ヒ
稲
附
市
)

「
コ
チ
ド
リ
」
(
数
行
以
立

・
写

真
右
)
:
・凶

μ
点
あ
さ
ん

(湖
北

小
学
校
2
年
生
)

「
ム
ク
ド
リ
と
カ
タ
バ
ミ
」
(
日
本

パ
l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
大
口

・
写
真

作~“
r
・'LM

左
)
:
・
泡
川
出
さ
ん
(
ぃ
以
ぷ
抑
制

馬
区
)

問
い
合
わ
せ

企
州
訓
蜂
本
金
州

判
州
幣
判
官
I
E
(
白

)
i
l
-
-内
線

2
7
3
 

ロ
月
沼
口
(
木
)
か
ら
引
円

(
口
)
ま
で
、
消
防
坑
と
消
防
団

で
は
、
火
災
予
防
の
た
め
、
以

米
特
別
件
肢
を
災
施
し
ま
す
。

川
川
中
は
、

巡
川
し
て
一
作
成

広
械
的
助
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
の
こ
の
季
節
は
、
刈L
h
A

が
非
常
に
位
燥
し
ま
す
の
で
、

火
の
元
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

s
-、
。

」

C

しま
た
、
肱
火
を
防
ぐ
た
め
、

辿
物
川
辺
の
肱
火
さ
れ
や
す
い

環
境
を
な
く
し
、
建
物
へ
の
不

術
者
の
出
入
り
防
此
な
ど
を
小

心
に
、
自
術
策
を
徹
-Mし
ま
し

ょ
、っ
。

家
の
ま
わ
り
の
燃
え
や
す
い

も
の
は
片
づ
け
、
ゴ
ミ
は
折
定

H
の
決
め
ら
れ
た
時
川
に
山
し

ま
し
ょ
、
っ
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
宮

(
制

)
0
1
1
9

ロ
月
は
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
夜
間

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

山
抗
峨
峨
や
公
山
川
の
似
川
と
な

る
不
法
投
謀
、

ま
ち
の
兵
仰
を
川

ね
る
ポ
イ
防
て
ゴ
ミ
が
、
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
道
路
沿
い
に
タ
バ
コ

の
吸
い
が
ら
や
立
さ
カ
ン
の
ポ
イ

拾
て
、
州
同
道
や
住
宅
の
少
な
い
場

所
で
は
不
袈
に
な
っ
た
家
財
道
ハ
(

年
末
年
始
は
車
の
運
転
に
注
意
を

交
通
事
故
防
止
運
動
を
笑
施

「
の
み
ま
せ
ん
し
め
ま
す
ベ

ル
ト
と
討
の
ゆ
る
み
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
交
通
が
故
防
止
辿
動

が
、
米
和
平
1
川
3
け
ま
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
道
路
の
制
維
に

加
え
、
飲
削
に
よ
り
交
通
事
般
が

附
加
し
ま
す
。

お
酒
を
飲
む
と
手
作
山
時
よ
り
も

危
険
に
気
づ
く
の
が
遮
れ
た
り
、

判
断
ミ
ス
が
明
え
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
竜
太
な
が
放
を
起
こ
しお子さんにはチャイJ~ドシートを

か
ね
ま
せ
ん
。

川以内
で
は
、

ロ
バ
3
日
現
布
で

3
8
6
U引が
死
亡
し
、
会
川
ワ
ー

ス
ト
3
位
と
な
っ
て
い
ま
す。

市
内
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
2
b引

の
点
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

敵
討
結
で
は
、
犠
牲
者
を

一
人
で

も
減
ら
す
た
め
、
交
通
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
も
い父
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
次
の
こ
と
に
討
を
付
け
て
安

全
述
似
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

。
重
点
目
棟

牢
シ
l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

ノ

l
、
〈

1
1コ
住
友

‘，
11
1

・AH川
O

UH

h

本
山
附
匹
引
の
火
辿
唄
故
防
止

牢
夜
川
の
い
父
辿
引
故
防
止

牢
飲
刑
泌
似
と
い
川
…
ぷ
巡
転
の
迫
放

問
い
合
わ
せ

ん
交
通
検
制
A
g

(
M
U
J
I
l
-
-
内
線
3
3
0

な
ど
が
不
法
投
取
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、

は
川
を

「ゴ
ミ
の
不

法
投
梨
防
止
強
化
川
川
」
と
し
て
、

n小
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

山筑
間
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
尖
施
し

ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
環
境
を
、
市

出
で
快
適
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
年
末
の
大
い削
除
な
ど
で

発
生
し
た

一
時
的
な
ゴ
ミ
も
、
適

切
に
処
思
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

(ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
山
桜
ゴ

ミ
を
搬
入
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

広
報
1
而
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
)

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
宮
(釘
)
0
0
1
5

農業委員会委員の選挙人

名簿への登録をお忘れなく

毎
年
1
灯
1
H
は、

州民
業
委

口
会
委

μ選
惨
人
名
簿
笹
川
帆
の

必
噌
日
で
す
。

ぷ
吋
さ
れ
る
万
に
は
な
紋
の

中
川
品
川
を
は
川
中
旬
に
配
布
し

ま
す
の
で
、
必
裂
が
削
引
を
市
山
人

し
、
米
年
i
川
5
日
(
令
)
ま
で

に
伐
・
米
組
合
H
K
に
椛
山
し
て
く

だ
さ
い
。
G
m帆
で
き
る
の
は
次
の
の
か

ら
@
の
す
べ
て
に
必
巾
ー
す
る

H

工業統計調査に放送大学学生募集
で
す
。

要
件

①
市
内
に
住
所
を
桁
す

る

万

②

附
和
均
年
4
川
1
H

以
前
に
生
ま
れ
た
い刈

③
叩
ア

ー
ル
以
ヒ
の
山
地
を
緋
作
し
て

い
る
いベ

ま
た
は
そ
の
川
川
の

税
腕

・
配
偶
将
で
、
年
間
お
お

む
ね
印
日
以
ヒ
耕
作
に
従
下
す

る
ん
記
載
上
の
注
意

今
年
は
、
昨

年
の
記
載
内
科
が
笠
松
中
的
役

に
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

変
交
の
あ
る
カ
の
み
、
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
資
栴
を

取
科
し
た
い
刀
は
迫
加
し
て
記
入

し
、
資
絡
を
尖
っ
た
い
刀
は
二
泣

線
で
，
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。

※
山
中
山
川
が
配
布
さ
れ
て
い
な

い
々
は
、
品
業
安

μ会
山
y
務
川

へ
ご
述
怖
く
だ
さ
い

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

品
業

委

μ会
呪
務
町
宮
(お
)
1
1
1

1
内
線
3
9
1

1科目からでも学べます

肱
送
大
学
で
は
、
平
成
日
年
度

1
学
則
の
学
生
を
非
集
し
て
い
ま

す
。政

送
大
学
は、

テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

オ
で
舵
淡
を
行
っ
て
い
る
、
通
行
川

制
の
4
年
制
大
学
で
す
。

i
利
円
か
ら
学
べ
る
ほ
か
、
所

定
の
単
位
を
修
科
す
る
と
学
士
の

学
位
も
収
刊
で
き
ま
す
。

A
K
利
胤
修
生
は
は
成
以
ヒ
、

選

科

・
利
円
凶
修
生
は
義
務
教
行
を

修
了
し
て
い
れ
ば
入
学
で
き
ま
す
。

え
系
子
行
H-q
，か
ら
ま
、
2
4
T
A

J
イ
一二
1

I
ip

{

l
ノュ

!

の
2
学
期
に
、
1
0
2名
の
方
が

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
製
造
業
を
九
日出
む
引
業
所
を

対
象
に
、
何
年
ロ
刀
引
円
割
花
で

工
業
統
叫
川別
k

引
を
尖
施
し
て
い
ま

す
。制

作

μが
初
川
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
刷
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
訓
統
計
担
当

官
(
町

)I
I
I
-内
総
2
2
9

学
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
学
生

①
会
科
履
修
生

(大
学
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
)

②
選
科
凶
修
生

(1
年
間
花
学

す
る
や
生
)
③
科
日
胤
修
生

(半
年
間
布
学
す
る
学
生
)

募
集
期
限

2
川
日
日
(
木
)

資
料
開
求

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

E
0
1
2
0
1
8
6
4
6
0
0
 

問
い
合
わ
せ

肱
送
大
学
京
以

的
三
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
0
3

(5
2
4
4
)
2
7
6
0
 

健
康
生
活
セ

総
合
国
際
セ

山山火
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の

と
お
り
加
隔
を
川
誠
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
(川
一
地
は
い

ず
れ
も
1
時
川
泊
分
)

①
健
康
生
活
セ
ミ
ナ
ー

「
女
性

の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」

内
容

・
日
時

久
性
の
生
き
方
と

ス
ト
レ
ス
:・
1
月
幻
日
(
土
)
午
前

日
時
、
火
性
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス

対
処
法
・・
・川
H
午
後
i
時
叩
分
、

性
と
生
を
与
え
る
・・
・2
川
4
U

(
日
)
午
後
1
時
、
性
と
生
刑
の
他

府

・
椛
利
と
は
・:
2
月
山
川
(
仁
)

午
前
日
時
、
辺
住
・
則
を
与
え
る
・:

川
日
午
後
1
時
却
分

①
総
合
国
際
セ
ミ
ナ
ー

「引
世

紀
の
国
際
社
会
と
女
性
」

内
容
・
日
時

同
際
社
会
と
火
性

I
・・・
2
刀
2
什
(令
)午
前
日
時、

同
際
社
会
と

K
性
日
・
・
・
川
日
午
後

ミ

ナ

!

ミ
ナ

l

ー
時
加
分
、
火
性
2
0
0
0
年
会

議
の
成
決
と
日
本

k
mの
今
後
の

政
組
・・・2
川
9
H
(金
)
午
前
日
時、

陀
界
の
火
性
た
ち
は
Af
-
-向
日
午

後
l
附
加
分
、
ア
ジ
ア

・
太
子
沖

地
域
に
お
け
る
火
性
の
人
怖
と
世

界
の
動
き
:・
2
月
幻
円
(火
)
午
前

日
時
、
円
本
女
性
の
課
題

・
国
際

的
な
視
点
か
ら
・・・
同
日
午
後
1
時

叩
分
(
各
日
ご
と
の
受
講
可
)

場
所

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ

ザ
内
県
友
性
セ
ン
タ
ー

対
象

県
内
在
住

・
伝
助
の
万

定
員

①
③
と
も
れ

ω人
(応げが

将
多
数
の
場
合
は
州
巡
)

受
隅
料

館
.…料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

屯下川

で
、
①
は
l
バ
凶

n(火)、
②
は

お
日
{
木
)
ま
で
に
れ
安
悦
セ
ン
タ
ー

宮
(
刊

)
8
6
0
2
へ
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ト
ド
5

1
4
1
こ
E
h
f・」

ノ
イ

!
j
2
1
4
〆
J
J
1
7

「
昨
ひ
ょ
う
」
に
よ
る
相
川
を
去

す・っ
1

・て
J

こ
、
庁
H
ザ

H
比担、
h
k
，に

4
ι，
J4
f
j
L
i
f
rf
ペ
イ1
i

悦
の
税
制
k
の
政
市
川
山
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

雑
損
控
除

一一、=
午
前
に
通
常
必
嬰
な
資
陪

(い出

制
、
州
ど
い
、
悠
一
刀
ラ
ス
、
物
内

な
ど
の
住
宅
家
財
吟
)
が
災
引
に

よ
る
い
削
引
を
受
け
た
と
き
は
、
次

の叫
川灯
式
に
よ
り
針
山
し
た
金
制

を
仰
い
制
作
除
と
し
て
所
刊
か
ら
持

除
で
き
ま
す
。

汁
匁
と
な
る
資
-M
は
、
巾
ん
引
い
引

本
人
の
所
訂
す
る
資
院
で
す
が
、

中
行
将
と
作
ぃ
外
川
を
.
に
す
る
配
仙

将
そ
の
他
の
親
族
で
千
成
は
年
中

の
総
所
仰
付
金
制
等
が
苅
万
川
以
下

の
方
の
所
作
す
る
資
沌
も
〈
J
H

め
る

~ 言ゑ

確定申告の準備はお早めに
申告書は自分で書いて郵送を

税の申告②シリーズ

第1035号

所
仰
悦
の
靴
(
必
山
正
け
を
す
る

-Mは
、
納
税
務
官
刊
に
中
山
し
て

く
だ
さ
い

v雑損控除計算式

次の(イ)または(口)のうち、いずれか多い方を選

ぶことができます。

※災害による損失額とは、損失を受けた資産の被

災前と被災直後の時価の差額をいし、ます。

r災害によ一保険金などで筒、 総所得金額等
{イltる損失額 てんされた金額)ーの10分の1

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
山
中
刊
に
よ
り
、
山
川
山
川
制
や
似
状

川
似
W
H
川
が
、

そ
の
ま
ま
泣
付
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税

制
の
計
伐
に
お
い
て
、
所
刊
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

(1
)計
算
式
(
右
図
参
照
)

市
が
開
設
す
る
市
民
会
館
や
市

内
の
会
場
で
は
、
「
市
・
県
民
税

の
山中
山
ハ受
付
」
と
、
す
べ
て
芯
人

前
み
の
峨
山
中
山H
Kけ
の
お
以
か
り

(税
務
明
日
へ
川
込
)
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
税
務
判
と
納
税
川
町
L
L

会
で
は
、
ぃ
山
民
会
加
で
山
以
山
中
川
口

交
付
を
行
い
ま
す
。
ご
利
川
く
だ

さ
い
。
(
け
ね
は
後
川、

広
州
問
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。)

自
分
で
書
い
て
郵
送
を

中
刊
に
は
、
源
泉
徴
収
出
や
托

除
説
明
K
M
-
領
収
忙
川
な
ど
の
版
本

が
必
挺
で
す
。
お
Hr
め
に
叩
備
し
、

μ入
例
を
参
診
に

n分
で
品
川
い
て
、

郵
送
に
よ
る
山
中
市
川を
お
願
い
し
ま

.。※陥
山
中
川
い
い
け
の

「抗日え
」
が
必

.
決
な
み
は
、
中
山
川
と
「
抑
え
」

(鉛
憎
い
阿
川
き
ボ
吋
)
、
返
れ
い
川
封

筒
、
切
手
を
川
却
し
、
納
税
務
将

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

伺l(慨喜一手税調)一5万円

※災害関連支出の金額とは、 災害によりf員i表した
住宅家財等の除去や原状回復のために支出した

金額をいいます。ただし、資本的支出 (資産の

使用可能期聞を延長させたり、価値を増加させ

ること)の金額は除かれます。

(2
)必
要
書
類

純
削
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

通
常
の
臨
ん
必
山
・行
を
す
る
助
作
の

川
知
の
ほ
か
に
、
次
の
什
川
制
が
必

必
と
な
り
ま
す
。

イ

り
災
証
明
世
(
抗
山
先
が
税

務
者
等
の
確
定
中
白
川
の
も
の
)

税
務
署
に
ご
相
談
を

O
税
務
折
か
ら
確
定
巾
行
川
紙

を
郎
送
さ
れ
て
い
る
い刈

。
け
山
判
決

(飲
食
業
、
大
に
、

山
・
い
れ
な
ど
て
出
浜
、
不
動
向
、

保
険
外
火

μ、
ピ
ア
ノ
川
仰
な

ど
の
引
業
系
の
所
作
が
あ
る
万

O
給
与
と
雑
所
仰
、
作
令
と
不

動
院
な
ど
2
m刊
組
以
ト
h

の
所
仰

が
あ
る
い
刈

O
陀
屯
併
人
令
等
特
別
持
除
、

雑
叫
控
除
、
開
療
費
抑
除
符
を

受
け
よ
う
と
す
る
み

※
巾
行
川
紙
は
、
税
務
閣
で

市

役
所

・
支
所

・
行
政
述
給
所
に

1
川
ド
旬
か
ら
耐
え
付
け
ま
す
。

郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ
中
確

定
申
告
・
-
-
一T
2
7
7
1
8
5
2

2
柏
市
あ
け
ぼ
の

2
の
1
の
却

納
税
務
将
官
(判
)
2
3
2
J

本
市
・
県
民
税
の
申
告
:
川
悦

A
E
(部
)
i
l
l
-

口

.
山
状
川
彼
の
た
め
に
泌
し
た

白
川
の
制
収
ル
(
川
制
の
分
か
る

も
の
を
添
付
)

ハ

似

険
令
な
ど
で
制
て
ん
さ
れ

た
令
制
が
分
か
る
も
の
。

ま
た
、
山
川
山
山
保
険
会
社
に
舵
山

す
る
「
保
険
制
特
、
船
山
小
川
明
細
川
」

な
ど
の
山
知
が
あ
れ
ば
、
提
示
ま

た
は
写
し
を
添
付
し
て
い
た
だ
く

と
、
山似引…
υ
加
を
村
日
行
え
す
る
際
の
許

制
的
な
資
料
と
し
て
有
効
で
す
。

な
お
、
桃
川
制
作
除
を
行
っ
て
も

控
除
し
き
れ
な
い
似
尖
の
余
舶
が

あ
る
助
A
け
に
は
、
作
除
し
き
れ
な

い
川
公
の
令
制
を
、
平
成
日
午
分

以
後
3
年
間
の
作
年
分
の
所
刊
金

制
か
ら
抗
日
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。※
り
災
証
明
市
は
、
山
役
所
山
い
山

市
助
支
援
訓
へ
被
市
小
川
び
只
、
比
制

作
、
領
収
引
等
と
認
印
を
持
参
し

て
中
川
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
用
の
固
定
資
産
に

被
害
を
受
け
た
場
合

す

Lrf位、，
r-ss、
，一-J.、ar--r
、
司、i
HHd

叶
JV
A
W引
い

川
か
V
A
・
げ
れ
司
氏

陀
所
刊
、
雑
所
仰
な
ど
の
業
務
川

の
川
広
資
陀
に
被
引
を
受
け
た
助

作
、
そ
の
川
山
資
-Mの
修
邸

・
川

彼
等
に
文
山
し
た
代
川
に
つ
い
て

は
、
主
に
以
ド
の
い
ず
れ
か
の
取

り
拙
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
修
純
山
れ
と
し
て
、
そ
の
年
分
の

必
民
経
世
に
訴
人
す
る

②
資
本
的
支
山
と
な
り
、
減
倒
的

却
山
口
と
し
て
、
そ
の
耐
川
年
数
に

わ
た
る
川
川
の
名
作
十
分
の
必
袋
経

品
目
に
か
入
す
る

所
得
税
の
減
免

災
引
に
よ
っ
て
杭
宅
家
財
等
が

そ
の
川
栴
の
叩
%
以
上
の
被
市
を

長
け
た
助
ん
い
に
は
、
そ
の
年
分
の

所
作
悦
が
料
減
ま
た
は
免
除
さ
れ

る
助
作
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
柏
税

務
収
へ
お
川
い
令
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

柏
税
務
者
個
人
税

税
節
1
郎
門
官
(拍
)
2
3
2
1

減
価
償
却
資
産
の
申
告
を

償
却
資
-M
の
所
作
将
は
、

Jr成

日
午
I
川
i
日
制
介化
、
山
内
に
所

ゎ
仰
す
る
償
却
資
-Mに
つ
い
て
中
山

し
て
く
だ
さ
い
。

山
で
は
、
千
成
ロ
年
一
位
に
中
山

さ
れ
た
ぶ

(ヂ
成
ロ
年
度
小
に
新

た
に
が
業
を
始
め
ら
れ
た
み
を
合

む
)
を
対
象
に
、
山・行代け
を
ロ
川

ロ
日
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

山中山川け
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
、

川
紙
が
起
り
な
い
、

そ
の
ほ
か
山中

山
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
訓
M

悦

ぶ
へ
ご
述
柿
く
ど
さ
い
。

申
告
期
間

千
成
口
化

i
川
4
H

(
本
)
か
ら
引
日
(
ポ
)
ま
で

償
却
資
産
と
は

の
上
地
お
よ
び
一
本
u
m
以
外
の
が
た

の
川
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資

産
で
あ
る
こ
と

①
鉱
業
柿
、
漁
業
柿
、
時
仲川杭、

そ
の
他
の
M
m
…出加減
倒
的
却
資
-M
で

な
い
こ
と

①
そ
の
減
仙
伯
却
制
ま
た
は
減
側

償
却
代
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
刊

税
法
の
脱
-Mに
よ
る
所
仰
の
川
村
川

上
、
叫
んιま
た
は
必
泌
な
統
伐
に

俳
人
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
少
傾
の

減
川
償
却
資
保
以
外
の
も
の

(法

人
税
ま
た
は
所
刊
悦
を

A
さ
れ
な

い
ん
が
所
訂
す
る
も
の
を
合
む
)

で
あ
る
こ
と
。

A
り
山
助
ぃ
爪
税
の
訓
悦
・
粁
体
で
あ
る

内
助
引
で
な
い
こ
と
、
料
山
川
助
h

山r

M

悦
の
附
州
税
特
体
で
あ
る
悦
山
川
助
ト
山
ド

ル
冷
で
な
い
こ
と
を
い
い
ま
す

申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

ぷ
税
調
家
一
同
判
州
本
比
係
品U
(

お
)
1
1

1
1内
線
3
3
7
へ

山山内
の
す
べ
て
の
市
泳
場
で
働

く
労
働
者

(パ
l
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
合
む
)
に
辿
川
さ
れ
る
「
千

…
潟
県
以
低
口
金
(
山
川
1
け
か
ら

施
行
)
」
と
、
特
定
の
来
日
刊
の
下

淀
川
引
で
働
く
労
働
将
に
迎
川
さ
れ

る
「
産
業
別
枇
低
託
金

(
ロ
バ
お

日
か
ら
施
行
ご
が
左
表
の
と
お

• 

り
北
一
此
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
以
低
行
金
制
に
は
、
一組助

手
当
、
家
肱
手
当
、
抗
'
土
、
時
川

外
手
巾ー
な
ど
は
A
，
け
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

千
Hm

労
働
川
口
令

出
宮
0
4
3
(2
2
1
)
2
3
2

8
・
um
時
川
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

宮

0
4
3
(2
2
1
)
4
7
0
0

平成12年度最低賃金改正表
件 名 最低賃金額

千葉県最低賃金
5，372円
672円

調味料製造業 6，071円

産
759円

鉄鋼業
6，280円

業
785円

別
一般機械器具製造業

6，202円
776円

最 電気機械器具製造業
6，168円
771円

f~ 精密機械器具製造業 6，058円

賃
758円

各種商品小売業
5，927円

金
741円

自動車(新車)小売業
6，141円
768円

ン
総合相談実施中

-住宅口
住
寸
志
令
融
公
州
で
は
、
公
州
融

資
を
巡
泊
中
の
刈
で
、
以一
-dが
附

測
な
ト
刈
や
机
・
℃
収
作
を
叫
川
州
さ
れ

て
い
る
わ
ね
を
刈
匁
に
、
総
A
H
州
品

を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
新
特
例
措
置

制
務
先
の
例
践
に
よ
る
附
川
や

リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
似
職

・
退
職
に

よ
り
返
前
が
附
銚
に
な
っ
た
必
で
、

一
(
4
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

返
前
期
間
の
延
長
や
元
金
制
此
則

川
の
設
定
等
の
新
特
例
知
的
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
閉
山
は
、

「
日
本
新
伎
の

た
め
の
料
品
品
川町
政
策
」
に
よ
り
迎

川
が
ヤ
成
同
年

3
川
引
け
ま
で
延

以
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
し
く
は
、
川
雄
前
小
の
合
融
機

山
へ
お
川
い
A
H
わ
せ
く
だ
さ
い
。

@
資
金
計
画
診
断

こ
れ
か
ら
住
宅
を
取
仰
付
す
る
予

定
の
方
に
刈
し
て
、
資
金
叫
川州
や

返
済
刊
川阿
に
加
え
、
子
ど
も
の
数

行
伐
ゃ
ん
近
年

μ一
臓
な
ど
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
た
家
川
診
断

を
グ
ラ
フ
で
わ
か
り
や
す
く
い
い
4.小

し
、
総
九
日的
に
資
A
市
川
州
の
他
令

門
を
ゑ
断
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

U
Jで
住
セ
令
融

公
州
市
山
以
十
込
山
サ
ー
ビ
ス
相
次

誠
君
o
i
2
0
1
3
2
6
0
9
8

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
ア
ド
レ
ス
:
・

一二
一司
一ミ毛
2
2
」)Erc=-伺
0

・」司~
※金額は、上段が日額、下段が時間額

新卒者に求人と

線用枠の縮大を

今
年
出
の
新
劇
学
年
将

(小

学

・
山
伏

・
大
学
匂
)
の
就
職

機
会
は
、
例
年
に
な
く
制
約
さ

れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
就

職
内
定
率
と
求
人
的
中
は
、
と

も
に
低
い
水
準
で
批
移
し
て
い

マ
ン
シ
ョ
ン

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
枕

臓
現
段
と
な
っ
た
こ
と
は
、
現

伐
の
純
一
市
川
川
め
な
ど
を
反
映
し

た
も
の
と
以
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、

こ
れ
か
ら
社
会
に

山
免
し
よ
う
と
す
る
新
年
お
の

あ
ふ

則
仰
に
応
え
、
ぷ
欲
に
揃
れ
た

職
浪
佐
伯
が

一
人
で
も
多
く
尖

却
で
き
る
よ
う
、
新
規
学
…
小
者

の
探
川
に
つ
い
て
ご
配
慮
い
た

だ
き
、
求
人
の
中
し
込
み
お
よ

び
保
川
枠
の
拡
大
に
ご
協
-M
を

お
願
い
し
ま
す
。

保
川
社
州
ま
た
は
探
川
枠
の

拡
大
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
辿

絡
を
お
則
い
し
ま
す
。

辿
絡
を
い
た
だ
い
た
引
淀
川

に
は
、
新
制
胤
学
卒
川
求
人
出
お

よ
び
名
純
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

松
-ド
公
共
職
業

安
定
所
求
人
命
阿
部
門
官
0
4

7

(3
4
8
)
6
1
0
0
 

マ
ン
シ
ョ
ン
の

A
川
叫
に
つ
い

て
の
附
心
が
山
ま
っ
て
い
る
小、

千
必
山
ま
ち
づ
く
り

・
す
ま
い
づ

く
り
フ
ェ
ア
実
行
安

μ会
で
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
「
竹
則
必
慌
セ
ミ

ナ
ー
」
と

「例
別
相
談
会
」
を
山

慌
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
E

日
時

1
川
初
日
(トL
)

午
後
0
時

叩
分
か
ら

場
所

絵

μ山
民
劇
場

(松
.
い
似

州
日
ド
ぃ
爪
従
少
約
3
分
)

諦
演
内
容

*
作
則
的
ト
ボ
納
μ
引
に
付
す
ゐ
付

応

・
付
従
に
つ
い
て
・
:
杭
似
引
・
-

さ
ん
(
弁
d

L
L
)

*
ト
人
出
必
ケ
F
P抗
H
.L

いHH
コ
「
-
〉
.
1

'J
4
4手
I
1
0
サ
寸
d
k
l人

:
・滞
川
博

-
さ
ん

(出
物
診
断
セ

管
理
蒙
壱
ミ
ナ
'

問
題
個
別
相
談
会

ン
タ
l
代
打
点
)

定
員

光
将
2
5
0
人

参
加
賀

伽…判

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

U
J

で
川れ
小
川
宜
供
給
公
社
合
州
d
g
0

4
3
(2
2
7)
5
i
6
2
へ

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
談
会

セ
ミ
ナ
ー
降

f
変
、
川
川
院
内
川
こ

i

i

!
"U
L
 

よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
川
組
の
例
別
相

次
会

(無
料
)
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
川
く
だ
さ
い
。。

定
員

先
γ
M
4
人

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

フ
ァ

ク
ス
で
氏
名
、
作
所
、
小
山
下
川
砕
け
、

川
刊
品
以
内
山
什
を
別
心
古
川
式
山
山
)

し
、
住
ま
い
仙
鰍
セ
ン
タ
ー
宮
0

4
3
(2
2
3
)
3
2
6
5
囚

0

4
3
(2
2
5
)
1
8
5
0
へ



第1035号

子
育
て
を
地
域
で
支
え
否
た
め
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
子
山
け
て
の
援
助
を
交
け

た
い

「
利
川
会

μ
」
と
、
子
打
て

を
抱
助
し
た
い
「
舵
供
会

μ」
を

一
結
集
し
て
い
ま
す
。

利
川
会

μの
依
舶
に
応
じ
て
、

他
供
会

μが
子
山
川
て
を
援
助
す
る

こ
の
制
度
は
、
今
年
4
月
に
ス
タ

ー
ト
。
は
月
l
H現
在
の
登
録
数

--
令=

~. d傷(5) 2000.12.16 

環境のボランティアリーダー

第2期

環境レンジャーを募集

会
員
を
募
集

士
、
H

リ
・j
h.

、t4
.

、6
k
、
l
ピ
k
、、主

ト
H

ポ
A1
H川
I，

f
L」
u
a
i
j
H
h
H

“υ/
A

U
が
九
人
、
ぃ
州
方
会

μが
8
人
。

日
動
件
数
は
、
午
前
保
山
川
市
な
ど

へ
の
送
迎
や
拠
供
会

μ宅
で
の
保

行
な
ど
、
A
H
計
1
1
6
2
件
で
す
。

「
仕
引
で
似
打
凶
の
込
迎
に
間

に
合
わ
な
い
」
「
自
分
の
チ
打
て

経
験
を
生
か
し
た
い
」
。
こ
ん
な

方
は
、
ぜ
ひ
ご
辿
柿
く
だ
さ
い
。

対
象

利
用
会
員
・:
似
則
と
し
て

就
労
中
ま
た
は
求
職
小
の
み

(
そ

れ
以
外
の
β
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
ご
泌
柿
く
だ
さ
い
)

提
供
会
員・
・・
小
山
内
花
山
で
子
育
て

に
川
県
ぷ
の
あ
る
他
山
な

N
(資
栴

は
特
に
必
泌
あ
り
ま
せ
ん
)

※
円
切
り
州
刀
法
な
ど
、
汗
し
く
は
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

宮
(部
)4
1
6
i
へ
(
休
日
と
年

米
年
始
を
除
く
刀
川
口
か
ら
金
附

日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
)

市
で
は
、
第
2
川
環
境
レ
ン
ジ

ャ
ー
を
必
集
し
ま
す
。

環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
環
境
に

つ
い
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
や
門
会
や
内
山
肌
…
制
祭

会
な
ど
の
川
励
を
行
い
ま
す
。

制
点
目
人
の

m
l問
山
境
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
い
ま
す
が
、
日
動
を
拡

ト
托
す
る
た
め
、
第
2
別
加
岐
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
必
集
す
る
も
の
で
す
。

応
募
期
限

i
川
同
日
(火
)

f
t
・-
司
二
三
七
K
L
E
h
M

一:

克
也
a

s川

vt，
千
{
イ
虫
司
、

育
成
講
柑

(
左
表
参
照
)
を
す
べ

PC力レツジ

パソコン開放の
受付方法を蛮更

山
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
故
山
ハ
「

P
Cカ
レ
ッ
ジ
」
の

受
講
お
や
過
去
に
受
川
さ
れ
た

々
を
対
匁
に
、
午
前
中
に
パ
ソ

コ
ン
を
山
政
し
て
い
ま
す
。

現
収
は
、
先
消
州
に
受
け
付

け
、
鴨
川
一
券
を
配
っ
て
い
ま
す

が
、
来
年
1
川
か
ら
次
の
よ
う

に
変
民
し
ま
す
。

て
安
説
で
き
る
必

定
員

山

人
山
村
山

応
募
方
法

・
応
募
先

「
峨
岐

に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
8

0

0
乍
以
内
、
「
応
必
の
刷
機
」

を
2
0
0・
下
以
内
に
ま
と
め
、

山
所
、
氏
名
、
年
齢
、
小
山
川
併

ひ
を
川
い
叫
し
、
郵
似
で
あ
び
こ

1
8
5
8山
役
所
下
白
川
泌
ま

た
は

E
メ

l
ル
で
芯加白
=
=ヨ白

@
2
ミ
-
B
C
-
T
C
E
n

一ユ
σ
p」
司

へ

問
い
合
わ
せ

下
幻
沼
波
宮

(お
)
1
1
1
1内
線
4
6
2

V育成講座の日程と内容

日 時 講座名

2月17日土
環境レンジャーととは

9:30~16:00 
費頚子の鳥類環境

水質浄化と環境

2月24日土 手賀沼と環境
9:00~16:00 いきものと環境

3月3目、土 我頚子市の廃棄物行政

10:00"'16目。。自然観察とネイチャー
ゲーム

3月10日t土
くらしから考える環境

環境を考えるワークシ
10・00"'16:00ヨツフ

(認定証の交付)

受
け
付
け
方
法

午
前
川
時
5

分
ま
で
に
パ
ソ
コ
ン
教
主
の
前

に
柏
訓
令
し
て
く
だ
さ
い
。
州
選

を
行
い
、
利
川
将
と
利
川
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
を
決
定
し
ま
す
。

※
川
肱
川
川
の
印
刷
は
、
川
紙

持
ち
込
み
で

一
人
同
枚
ま
で
。

実
施
日

i
刀
5
H
(金
)か
ら

※
P
Cカ
レ
ッ
ジ
の
受
講
将
も

随
時
必
集
し
て
い
ま
す
。

(左

表
参
照
)
ぶ
し
く
は
、
市
民
プ

ラ
ザ

宮
(幻
)2
1
1
1
へ
お
川

い
合
わ
せ
を

"t"PCカレッジ講座

講座 名 単π 受講料
ワード(ワープロ) 8 21，000円|

(エ表ク計セ算j)レI初中級級編編 4 
4 15，700円l

ウインドウズ98 2 4，800円|
インターネット 4 15，700円!

あ

び

....，・
<-

ハ
バ
4
・
5
H
に
市
民
プ
ラ
ザ

な
ど
を
会
場
に
出
来
ま
つ
り
が
行

わ
れ
、
出
版
物
の
山
必
会
や
山
・
米

と
別
代
将
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
多

く
の
押
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
ω

あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
ぬ
泌
物

共
進
会
に
は
、
日
世
の
作
物
が
1

※場所は市役所分館会議室ほか

フ
っ
し
て
儲
か
る
ほ
ど
世
の
中
首
く
は
な
い
け

被
害
急
増
!
内
職
商
法
に
ご
用
心

「
川
に
却
刀
川
は
姉
夫
1

だ
れ

で
も
す
ぐ
で
き
る
。
山
中
川
、
紙
円
以

は
不
川
。
日
宅
で
で
き
る
附

mrな

社
市
」
パ
ソ
コ
ン
を
他
っ
た
「
ホ
l
ム

ペ
!
ジ
作
り
内
職
」
や
ブ
ラ
ン
ド

品
の
チ
ラ
シ
を
配
る
「
チ
ラ
シ
配

り
代
理
府
内
臓
」
、
「
ワ
ー
プ
ロ

入
力
内
職
」
、
「
あ
て
名
古
き
内

臓
」
、
「
浄
水
川
市
モ
ニ
タ
ー
」
な

ど
で
、
こ
ん
な
う
た
い
文
句
の
求

人
チ
ラ
シ
や
氾
川
肋
滋
が
附
え
て

、z
‘
-
o

U
-一
寸，
こ
れ
ら
は
、
災
隙
に
は
附
爪
に

収
入
を
作
る
こ
と
が
雌
し
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
山
収
入
が
刊
ら

れ
る
」
な
ど
と
よ
一
州
ら
の
内
臓
や

刈
及
の
な
欲
を
そ
そ
り
、

パ
ソ
コ

ン
や
チ
ラ
シ
を
附
人
さ
せ
た
り
、

代
四
山
代
を
支
払
わ
せ
た
り
し
て
、

結
川
は
収
入
に
は
結
び
つ
か
な
い

あ

れ

.....， 
ιー'

れ

3

5山
…
山
川
さ
れ
、
次
の

7
品

川
が
い山
以
日
な
ど
の
特
別
抗
を

受
口
し
ま
し
た
。
(
敬
称
附

)

千
葉
県
知
事
口
・
:
日
必
川
除

(
か
ぶ
)

我
孫
子
市
長
官
:-

H
作
以
附

(
ほ
う
れ
ん
爪
)

我
孫
子
市
農
業
青
壮
年
会
聴
会

長
官
・
-
小
肝
均
私

(
キ
ャ
ベ
ツ
)

我
孫
子
市
農
業
委
員
会
会
長
臼

:
山
川
市
峨

(
い
ち
ご
)

我

孫
子
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
口
:・
中
町
此
俊

(
ね

ぎ
)

東
葛
飾
農
業
改
良
普
及

み
守
〈
司

セ
ン
タ
ー
所
長
日
・
-
-一
川
久
保
勝

(
ト
マ
ト
)

農
林
水
産
省
千

葉
食
瓶
事
務
所
長
白
・
・
・
中
昨
んX

市山

(
ぶ
米
)

農
産
物
共
進
会
巴
自
慢
の

1

3

5
点

7
品
目
が
特
別
賞
を
受
賞

ぷ
欺
的
州
法
で
あ
る
場
合
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

山
内
以
を
伴
う
内
臓
は
危
険
で
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
犯
約
は
引
業

お
と
み
な
さ
れ
て
訪
川
版
光
法
の

ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
刷
出
が
迎
川
さ

れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
解
約
は
非

常
に
雌
し
い
の
が
現
状
で
す
。

と
き
に
は
、
金
銭
消
山
口
貸
借

(
仙
金
契
約
)
を
結
ば
せ
る
場
介

も
あ
る
た
め
、
~
仕
立
が
必
必
で
す
。

H

け
い
河
川
に
は
ワ
ナ
が
あ
る
H

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
ぷ
-
Wに
以
っ

た
ら
消
穴
住
市
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
泊
代
ル
川
市
相
談
は
、
十
時
細
川
附

け
か
ら
金
附
け

(
休

u
・
年
ぷ
年

始
を
除
く
)
の
午
前
川
時
か
ら
正

午
、
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で

問
い
合
わ
せ

消
校
生
活
セ
ン
タ

ー
宮
(お
)
0
9
9
9

「在宅福祉サービスまどか」
多彩な在宅福祉サービスを展開

山
齢
者

・
附
お
お
を
川
わ
ず
、

す
べ
て
の
人
々
が
安
心
し
て
什
住

宅
で
れ
ら
せ
る
よ
う
、
一
川
広
い

川
助
を
民
山
し
て
い
る
N
P
O

法
人
「
花
宅
制
社
サ
ー
ビ
ス
ま

ど
か
」
が
川
町
却
で
す
。

ま
ど
か
は
、
「
利
川
お
の
身

に
な
っ
て
考
え
る
」
、
「
安
全

と
術
先
に
気
を
つ
け
る
」
、

「
研
修
で
介
護
能
力
を
山
め
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に、

UA

時
間
介
助

化

粧

直

し

さ

れ

て

現

役

巴

復

帰

市
役
所
に
昔
懐
か
し
い
郵
便
ポ
ス
ト

設
M
m
f郎
似
川
か
ら
、

川

m
mの
ポ
ス
ト

(
郵
悦
ぶ
川

和
I
ひ
九
刷
)
が
市
川
さ
れ
、

市
役
所
本
庁
の
正
而
立
山
脇

に
設
問
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ス
ト
は
、
附
利
判

年
ご
ろ
に
新
木
地
以
に
山
円
以
附

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
円
筒

型
の
ポ
ス
ト
と
し
て
は
、
市

内
で
此
後
の

.
h。
今
年
の

4
川
、
新
刷
一
ポ
ス
ト
が
投
抗

さ
れ
た
た
め
訓
役
引
辺
と
な

り
、
郵
悦
川
に
似
竹
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

ロバ
8
H
に
行
わ
れ
た

m-

P
へ
こ
ま
、
.H

川
・U
K
H
cK
、
ト
1
H
U

J

，‘，‘、
T
山
開

I

，i

ノ
'
ノ

1

話
会
ぷ
.K、川厄
仲什技
同
抑
子
制
叩
他

あ

び

ーヲ

ιー'

川一以
ら
が
山
内
。

(
写
真
)

如
似
川
の
職
以
に
よ

っ
て
化
粧

山
し
さ
れ
た
汁
懐
か
し
い
ポ
ス
ト

に
、
一
倒
的
市
民
が
m
w
Iリ
ゲ
の
郎
悦

物
を
投
似
し
ま
し
た
。

あ

れ

a田，
ι戸

れ

を
め
ざ
し
、
附
利
引
年
に
よ
州
が

小
心
と
な
っ
て
発
必
。
千
成
H
年

6
川
に
は
、
共
同
抑
下
山
第
1
ひ
の

N
P
O法
人
に
必
川
さ
れ
ま
し
た
。

印
刷
の
中
心
は
、
介
調
似
険
の

開
山
品
川
介
泌
と
介
漉
文
沼
下
決

(
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
の
主
施
。

ま
た
、
利
川
会

μ
の
年
怖
や
時
川

を
制
限
せ
ず
、
山
門
会

μが
出
仕

が
や
陀
チ
川
り
な
ど
の
ニ

l
ズ
に

も
応
え
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

今
年
4
月
か
ら
は
、
ふ
れ
あ
い

自SfD世界を広11:&5
春休み海外派遣・海外交流

参加者を募集

海
外
の
友
だ
ち
と
の
火
山
肌
や
民

文
化
で
の
仇
抗
体
験
を
辿
じ
て
、

自
分
の
附
泌
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん

ヵ
。

。
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
春

休
み
海
外
派
遣

日
程

3
川
お
け
(
日
)
か
ら
4
川

7
H
(
L
L
)
の
同
日
間

コ
ー
ス

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ゆ
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ωア
メ

リ
カ

匂
カ
ナ
ダ

匂
イ
ギ
リ
ス

内
容

ホ
l
ム
ス
テ
イ
、
九
千
枚
体

サ
ロ
ン
の

一
つ
と
し
て
、
「
ま

ど
か
サ
ロ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
は
、
ト
町
川
第
4
火
附
け
の

午
前
小
に
、
北
係
子
第
.
小
川川上

位
の
救
山
以
下
.を
利
川
し
て
、
山
川
附

V
引
と
地
域
の
人
た
ち
が
秋
や
ゲ

ー
ム
な
ど
で
来
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
ふ
れ
あ
い
の
m切
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
蛇
供
会

μは
、
ドA

M
や
定
年
以
一
服
し
た
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
を
小
心
に

M
人
で
、

利
川
会

μ
は
約

1
0
0
人
。

「
日
齢
者
や
附
告
を
持
つ
方
の

笑
顔
に
触
れ
ら
れ
る
の
が

一
徐

州
し
い
瞬
間
」
と
、
持
さ
ん
が

んし
き
中
き
と
的
助
し
て
い
ま
す
。

「k
刊
宅
制
社
サ
ー
ビ
ス
ま
ど

か
」
と

「
ま
ど
か
サ
ロ
ン
」
で

は、

一
紺
に
市
助
し
て
い
た
だ

け
る
万
を
い
品
集
中
で
す
。
興
味

の
あ
る
わ
刈
は
、
ま
ど
か
下
務
所

宮
(釘
)
6
5
5
8
へ
ご
辿
絡
を
。

問
い
合
わ
せ

市
民
的
励
文
段

訓
告
(お
)
1
1
1
1

服
、
英
知
研
修
、
地
成
見
学
、
火

流
会
ほ
か

対

象

中

小
1
年
中
い
か
らいけ川校
3

年
中

(
①
は
小
学
2
年
中
.
か
ら
)

定
員

ω・
:n人

ω:・初
人

ωω
・:お
人

向
:・
知
人

参
加
資

ω
O
A
W--
-柑
万
円

ω

・
:
訪日
M
5
0
0
0
川

ぬ
:-
M
.力

申
し
込
み
期
限

2
川
5
H
(川
)

O
南
の
内
閣
ま
る
ご
と
体
験
学
校
5

サ
イ
パ
ン
編
5

日
程

3
月
幻
日
(
火
)
か
ら
知
日

(
金
)
の

4
日
間

内
容

海
で
の
活
動
、
学
校
品
川
、

兆
五
山
研
修
、
文
化
欠
流
会
、
地
域

l
」'・~ま
'
P

ーノ

J
I
1

対
象
・
定
員

小

学

4
年
中
い
か
ら

ドリ
J

・3t・K
L
、
伝
作
f
O
k

-
-
'
:
f
F
'
J
A
9
J
 

参
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島本陪太 〈ん
(布佐1丁目 ・l歳1;力月)

しらくらな な

白倉奈々 ちゃん
(我孫子 ・1歳4カ月)

市役所・公共施設の電話番号
・市役所本庁 85-1111・保健センタ-87-1131・鳥の博物館 85-2212 
・っくし野支所 84-8801・休日診療所 8子7020・市民図警館本館 84-1110
・湖北台支所 88-0828・つつじ荘 88-0123・濁北台分館 87-3055 
・湖北支所 88引 11・西部福祉センター85-5818・布佐分館 89-1311 
・布佐支所 89-2358・在宅介護支援セン';-79-1411・移動図書館 87-0909 
・ 鶴子騎行健嗣 81・1292 ・ 77 ~ 1)寸利~/~-86引61・市民会館 84・3311
・天王台行政連絡所81・1293・1良戸保育園 82-5572・市民プラザ 83-2111 
・教育委員会 85-1151・つく し野保育園84-8822・布佐南近隣センヲー89・3740
・水道局 84・0111・寿保育園 82-9552・天王台北近襲センヲー82-9988
・消防署 84-0119・緑保育園 82-1059・m戸近隣センヲー83-5363
・都市改造事務所85-1171・並木保育園 84-3983・新木近隣センタ-88・2010
・クリーンセンター87-0015・東あぴこ保育園83-3165・湖北台近廃センヲ-87-1122 
・ふれあい工房86-5500・湖北台保育園 88-2405・久寺家近震センヲー79-1166
・消費生活センター85-0999・市民体育臨 87-7555・寿市民センタ-83-7722 
・あらき園 88-4188・少年センヲー 84-1900・湖北台市民センj-88・9927
・耕障者信祉セント88-0141・中央公民館 82-0515・布佐市民センヲ一本陸89-1193
・こども発達センヲー88-0472・湖北地区公民館 88-4433・ 布佐ステーシ ョント)~89-5800 

i冬のおたのしみ会 |
|市民カレッジ(経済コース)I 市民図寄館では 「冬のおたの

しみ会」を開催します。大型の影

日時 1月13日・z7日、2月10日 絵を中心に、お誌や絵本の読み間

24日、 3月10日のいずれも土曜日 かせも行います。皆さんでぜひお

109き ~12跨(全 5 回) いでください。

質量所 中央公民館ほか 日程 ・湯所 12月208(水)湖北

内容 「こうなる年金、どうなる 地区公民館第1学習室、21日(木)

年金Ji介護保険‘ 10カ月後の実 -市民会館第4・5会議室、22日

態Ji相続で困らないためにJ (金)ー・布佐分館第 1会議室

「老人保健施設見学」ほか 時間いずれも 1 5時~ 1 5時40分

対象 ・定員 市内在住の18歳以上 対象 ・定員 4歳から10扱くらい

の方、 30人(応募多数時は抽選) までのお子さん、 50人(ただし、

参加資 100円 市民会館は60人)

申し込み ・問い合わせ ハガキに 入場料 無料

住所、誌芝生年月日、電話番号 ※各会場とも内容は同じです。お

を明記し、12月26日(火必怠) 近くの会場ヘ直接お越しください

までに我孫子新田34中央公民館 問い合わせ 市民図書館包(84)11

「市民カレッジ経済コース」係企 10 

(82)0515ヘ l 湖北台地区まちづくリ協議会

1 *flf~~(~?~ IつリスねM ート助川ーテイ親子で遊ぼう い
日時 ・内密 12月23日(祝)、コン

日時 1月25日(木)， 2月8日 サート ー 13時~ 1 6時.ダンス 17

22日(木)、 3 月 2 日(金) 1 0時~ 1 1 時30分~20時30分

時30分(会4回) 場所 湖北台近隣センター

湯所 湖北地区公民館 参加費コンサー トー無料、ダン

対象・定員 市内在住で平成8年 スー500円 (チャ リティー)

4月2日力、ら9年4月 18に生ま 問い合わぜ 湖北台地区まちづく

れた幼児とその保護者、20組(応 り協議会合(87)1122

募多数時は抽選~ ~ ，- ，--~~~ ，生きがいづくり講座 |
※小さいお子さんを連れての参加 l l 

も可 シルバー人材センターでは、 お

参加費 300円 おむね60放から65綴までの方を

申し込み ・問い合わぜ ハガキに 対象に "生かそう経験つくろ

住所、親子の民急電話番号子 う生きがい"をテーマに講座を開

どもの生年月日 性別を明記し、 催します。

12月25日 (月消印有効)までに 日時 ・内容 1月23日(火)・高齢

我孫子新田34中央公民館「親子で 者の体のしくみと栄養‘基礎的な

過ぎう」係ft(82)0515へ 介護技術の実技、1月24日(水)一-

.家 庭 科 JIr=ロ田 | 高齢者のための調理実習、 いずれ
技術・ 家 庭科 IFDDI.民 | も 9 時30分~ 1 5時

東怠飾地域の小 ・中学生が、慢 場所 湖北台近隣センター

業で製作した作品を展示します。 定員 先着30人

日時 ・燭所 1 月 1 8 日(木)~21 日 参加賀 無料

(白川崎~1 8問、アミュゼヰ白 申し込み ・問い合わせ 型電話で1

入湯料 無料 月10日付く)までに(社)シルバー人

問い合わせ 教育委員会指導課包 材センター事務局公(88)2200ヘ

(85)1151 ※お事での来場はご遠慮ください

d脅 を界 一-・・、=
|妊婦のための歯科講演会 |
保健センターでは、初めて妊娠

された方を対象に.妊娠中の歯科

衛生や赤ちゃんの歯を丈夫に育て

るためのお話をします。ぜひご参

加ください。(参加無料)

日時・揚所 12月21日(木)13時30

分~1 5問 、 保健センタ一

掬師 水田勝さん(市歯科医師会)

定員 先着30人

申し込み・問い合わせ 電話で保

健センタ-ft(87)1131ヘ
創業者研修
起業する方を応援します

日時 1月208.z7目、2月3日-

10日・24日のいずれも土曜日13時

~ 178寺 ( 全 5 回 )

場所 市役所分館会議室

内容 「創業の心構えJi成功す

るための事業戦略の立て方Jほか

講師 中小企業診断士

対象 市内在住在勤で、創業を

計画している方・ 創業後聞がなく

経営課題に直面している方

定員 先着 15人

受講料 無料

申し込み・問い合わせ 電話で商

工観光諜ft(85)1111内線504へ

|第9回歳末福祉フェステイル|
日時 ・湯所 12月23日(祝)12時30

分~16時30分、 アピイホール (イ

卜ーヨーカド-3階)

内容 合唱(我孫子第四小学校)‘

フラダンス、 予客語.踊り、津軽三

味線ほか

入燭料 500同

※空くじなしの福引きがあります。

問い合わぜ 我孫子南地区社会福

祉協議会合(85)5117(月 田水・ 金

暖日の 9 時~ 1 6時に限る)

古利根沼常Fみ:ぷ勢
BB警・内容 ①クリーン作戦".12 
月 1 ワ 8(巳 ) 9 時~11 時(雨天中止) 、

⑦バードウオッチング・・・12月24日

(白川崎~1 2時 (雨天実施)

集合渇所 我湖排水路流末広場

参加費 無料

指参 ①長靴、軍手

眼鏡

①あれば双

問い合わせ 古利根の自然を守る
つらこ
会土子公(87)2341

E 
市戻言語フェアー而志すこ
支握ボランティア

市民グループ 「企画ネッ ト21J

では、3月17日 18日に市民会館

で開催する 「市民活動フェアーIn

あびこJに.ボランティアでご協

力いただける方を募集しています。

このイぺン トは‘市民活動団体

や企業などの活動のPRの場、市
民活動に興味を持つ市民への情報 ー

参加の場、団体同士の支流や情報

交換の場をそれぞれ提供するため

に開催されるものです。

説明会日時・湯所 1月 14日(日)

10時~ 12時、 市役所分館会議室

内容 イベン ト企画、ホームぺー

ジ作成‘ガイドブック作成、会場

の設営 ー運営など

対象 月2回程度の打ち合わせと

イペン トに参加できる方

申し込み ・問い合わぜ 電話で12
< .01.:.. 

月258(月)までに莱固ま宝(84)7758

または田測ft(83)9804ヘ

|市営住宅入居者|
募集住宅小容(2DK.3DK)

・・・各 1戸、日秀 ( 3 K) 目白・ 2戸

申込期限 12月22日(金)

※応募資格、家賃、 申し込み方法

など.詳しくは施設建設課企(85)

1111内線570ヘ

|点字通信講座受講生 |

市川点字図包館では、“誰でも

参加できる点字通信諮座"を開訪

します。点字を全く知らない方を

対象に、テキス トに沿って点字を

打ち、郵送されたものを添削する

方式で、点字をマスターするとこ

ろまで指導します。

受摺期間 2月1日から 1:年間

(添削は期間中は何回でも可)

費用 1万2800円 (点字練習機、

用紙、 教材、郵送'{!jなどを含む)

申し込み ・問い合わぜ 1月25日

(木必着)までにハガキまたは

ファクスで、「資料請求」、住所、

氏名、 電話番号を明記し、 〒108・

0014東京都港区芝4の?の6尾家

ピル 1階市川点字国8館通信部包

囲03(5439)6772ヘ

|近代文学講座生 |

日時・ 渇所 毎月第2火曜日、13

時~ 16時、 市民会館

内容 現代の詩と女性文学を学ぶ

講師・ 早川雅之さん (中央学院大

学教授)

会費 用額800円

申し込み・問い合わせ

見公(82)2605へ
電話て・武

|手話ソンヴ「あい」会員 !
日時 毎月第1・3木曜日13時30

分~15時 30分

I易所 天王台北近隣センター

内容 童謡などを歌いながら手誌

を勉強

会資 1回200円、 入会金500円
みや

申し込み・問い合わせ 電話で宮

公(84)628ワヘ

|英会前ークJv会員 |
日時・ 渇所 毎週木曜日 1 0時~ 1 2

時、市民会館ほか

対象 ・定員 英会話中級程度、 先

着 6人

会資 月額4000円(入会金なし)

申し込み ・問い合わぜ 電話で金

子宮(85)1528ヘ

|中国矧建康;総員 |
日時 ・傷所 2月1日から毎週木

曜日 1 0時~11 時30分、 泉集会所

会費 月額2000同(入会金なし)

無料体験日 1月25日(木)

申し込み ・問い合わせ 電話で山

口合(84)3638ヘ

|中国語サークル会員 |
日時 ・渇所 1月9日(火)から週

1回 (曜日と時間は未定)、公民

館または近隣センター

内容 中国語旅行会話と家庭料理

対象 ・定員旅行と料理が好きな

主婦、30人程度

会質 月額45∞ 同(入会金筑間 円)

申し込み ・問い合わぜ 電話で詰

まま(83)3275ヘ
。公共施己貸利用の.t!続的芯活動は、

f雲先的lこi易所ガ健保されている也

のではありま1::1:ん。

2000.12.16 (6) 

忘れずに納めましょう

工頁 自 (納口座期援替限日)

介護保険料 25(月)

固定資産税・都市計画税 25(月)

国民年金{払込期限) 29(金)

国民健康保険税 25(月)

水道料金 25(月)

舎 月 の 休館 日
市民図書館

18(月)，25(月)，
28(木)-31(日)

中央・湖北地E公民館 18(月)，25(月)，28(木)-31(日)

鳥の博物館 18(月)，25(月)，26(火)，28(木)-31(日)

市民プラザ
21(木)，
28(木)-31(日)

市民会館
18(月)，25(月)、
28(木)-31(日)

つつ~H ・ ãg~~tì9 -
18(月)，23(祝)，25(月)，
26(火)，29(金ト31(日)

市民体育館 25(月)，28(木)~31 旧}

ふれあい工房
18(月)，25(月)、
29(金)-31(日)

|タンスサークル会員 |
日時・燭所 月3回土曜日 18時30

分~20時30分、東我孫子集会所

対象 初心者~中級者

会主主 1回1000同

申し込み ・問い合わせ

村会(83)0413ヘ

国

電話で吉

平成13. 14年度に市が発注する

工事、 コンサルタント、 物品購入、

委託などの競争入札に参加を希望

する方は‘次のとおり 「競争入札

参加資格審査申請mJを提出して

ください。

なお今回の受付は、隔年受け付

けの初年度ですので、 平成 11年に

提出された方、中間申請をされた

方も再度申請してくださし可。

申請容の販売 1月10日(水)から

1月31日(水)まで (土日曜日を

除く)、市役所管財課で1部 1000

円 (消費税を含む)で販売

申請申し込み 郵送で 1月25日

(木)から2月14日 (水 -必着)ま

でに我孫子郵便局 (局留め)ヘ

問い合わぜ 管財諜契約係~(86)

3000 

|定例教育委員会 |

日時 ・湯所 12月22日(金)15時30

分、 水道局4階会議室

問い合わぜ 教育委員会総務課2

(85)1151 

痴ほうに関する医療相談

「痴ほう症状があるがどこに受

診すればよいかJi鼠近物忘れが

ひどくなってきたがどうすればよ

いかJなど、痴ほうの方を介護し

ているご家族の疑問に、 専門の医

師がお答えします。

日時 ・渇所 12月21日(木)13時30

分~15時30分‘在宅介護支援セン

ター相談室(市役所西別館3階)

担当 橋爪敏彦医師 (東京慈恵会

医科大学付属拍病院併設老人性痴

呆疾患センター)

買周 無料

申し込み ・問い合わぜ 電話で介

護支援課介護サービス係会(86)14

11ヘ

|テレホンガイド|恒

|ファクスガイド|巨

この広報紙は再生紙を使用しています


